
 

 

 

 

 

 

大型台風も過ぎ去った 9 月の快晴のもと、学院で平成 2８年度開講式が行わ

れました。 

 中島八十一学院長による式辞と認証のお言葉をいただきました。「現在も看護

実践の場で活躍されている皆さんが学び直しをする研修は、社会の脳卒中発症

と予後からもケアのニーズは高く意義ある研修である。自らの意志でこの場に

会する縁を大事に、今後の脳卒中リハビリテーション看護認定看護師の学習に

研鑽されるように」と励ましの言葉を述べられました。また、飛松総長より「本

学において豊かな知識を培われるとともに今後の社会に求められる重要な看護

職としてより知識と技術の習得を期待している」と研修生の前途を祝しての祝

辞を述べられました。引き続き、来賓の埼玉県看護協会長の熊木孝子会長より

祝辞をいただき、看護職のさらなる専門性発揮と看護の質向上に貢献されるよ

う努力するよう励ましの言葉をいただきました。第６期研修生はこれからの責

務と研修生活の重みを感じていました。 

本日出会った研修生同士、新たな期待と可能性に胸をふくらませました。 

 

 

平成 28 年 9月 1 日（木）に行われた開講式 

 

脳卒中リハビリテーション看護 

認定看護師教育課程通信 VOL1 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライドを使っての自己・自施設紹介は、研修生それぞれの個性が、にじみ

出ていました。これから研修中様々な場面でのプレゼンテーションは続きます。

楽しみですねヽ(^o^)丿 

これから 7 か月間、お互い力を合わせて乗り切ろう！ 

 

 

 

 

次回もお楽しみに！ 

私が勤めている

病院は… 

この研修で 

学びたいことは… 

緊張… 
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